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hP (xl･････ Xn;yl･ ････yn)
-∑ a;91(xl･- ･Xn;yl, - ･ y n)Jt
で定義された関数系hPを導入しよう｡その時係数a言を適当に選べば




が成 り立っようにできる｡式 (2.8)を式 (2.9)に代入して














こうして式(2･1)で与えられるH.の固有状態は式 (2･4)で定義された Ln;q;^ >Eの適当な
一次結合で表すことが可能である｡このことは,ヒルベルト空間 Blを Ikl+ql/2,kl-ql
/2;･- ;kn+qn/2,kn-qn/2>Eに代って Ln;q;1> で張ることができることを意味し
ている｡更に
fl(xl･-･Xn;yl･････yn)
-∑ b三gP (trl･ ････X n ;y l･ - ･･y n)/l
で表される関数系flを導入し,係数 亮 を適当に選んで















-A ((tr･ y )exp( i¢ l(xl, ･- ･X n ;yl･ - ･･ yn) )
n































































































で定義された和記号である｡ n≧3の h(a)も同じような方法で得られる｡ このようにして求


















して,TT十はすべての可能なn･q･Aの値の JG>ln;q;ス>B で張られたヒルベル ト空間
β2に於いて単位演算子の役割をすることが証明される｡電子数はどのような過程でも保存さ
れるとして,Hoの固有状態に対し次の完全性条件が成立する｡
JG><Gト十 ∑Ikl+ql/2,k了 ql/2><kl+ql/2,k了 ql/21
恒 l



























n≧ 1 i q
+ln;q;}>BE<n;q;スJOplG>B<Oli
















A(1)(q)は q-1/2特異性を示しn≧2のh(A)(q)に比べて著 しく大きな値をとるO この時,
ボソン展開に於いて h(1)(q)に比例する項だけを拾い集めれば
4rkl+q/2サ k-q/2- A(1) (q)E f l(k- q/2; k+ q /2),i















あるとす る｡ ここで,完全強磁性とは,すべて の電子のスピンがある特定の方向に配列した状
態のことである｡不完全強磁性の場合の取扱 いは付録 1で与えられるa
基底状 態 が完全強磁性状態の時,演算子妬 Vrk,†(但し,k>kF',Lk′<k;)及び砿 Vrk,1
(但し, k>kF,k′<k;)の組合せから種々の粒子･正孔対励起状態をっ くることができる｡
ここで,サkoはスピンα,運動量kの電子消滅演算子であり, ki(k-F)は上向きスピン(下向












-N E (7n, n 一m; q )n n l ∑ ∑ 8 (q- ql i ･--q n )
i= 1j=7n+ 1 くkiq i) ((kjq]))
×fl(k1-ql′2,- ,kn-qn/2･kl+ql′2,- ,kn+qn/2)
･互 +qノ 2↑隼 qi/2↑石 j+q,/2↓+kj-qj/2 T IG>


















T-lG><Gl芸 芸 rmI 還 ∑ ∑ ∑h m`,凡一m)(ql+ - 'qn)





























h(2,0)(q)-(2!√す )-1(∑ ∑′ )1/2
(klql)(k2q-ql)




× ( ∑ ( ∑ ′ ∑ ′ ∑ ′ ) ) - 1/2
(klql) ≪k2q-ql≫ くk/lq l)((k/2q - q l》
h(0,2)(q)-(2!ノす )-1(∑ ∑′ )1/2
m lqlljC(k2q-ql)
× ( ∑ ( ∑′ ∑ ′ ∑ ′ ) )- 1/2
《頼l》 《k2rql≫ 《 k '1g》 《k'2g-q l ≫
などが導かれる｡














が成立するo但 し, Op-TOpT十である｡ こうして,式(3･7)に対応 した関係
EiZq
O,= JO>B<GIO,IG>B<OI





+ ∑ ∑ ∑ ∑ ∑∑ITn, a -,a;q ;1> Bn≧ 1a/≧17n≧07n/≧oqq'1人/





Vrkl+q/2†少 k-q/2†- A(1,0)(q)= f l ( k - q /2,k+ q/2)B(log)十.i


















･B'10q'ltB'113㌔ lB'l',Q_qト ････ (4.18)
が導かれる｡式 (4.17),(4.18)の右辺に於ける点々は高次のボソン項を表す｡前節での議論と
同様に,小さいqに対するh(1,0)(q)の q-1/2特異性を示すことができる｡従って, q≪ 1の
時,式 (3.10)に類似した式
B'10q'十-∑′⊥ fl(k-q/2;k･q/2)止 q/2T少k_q/2↑ (4･19)
くkq〉√す
が成立するOしかしながら,A(0,1)(q)は小さい qに対して q-1/2特異性を持たず,従ってボ







これまでに我々は,粒子一正孔対に対応 した双一次形式の Fermi演算子 をボソン演算子で
展開するひとつの方法を提案し,朝永公式に類似 したいくつかの関係式を導出した｡得られた




状態での triplet対 (粒子と正孔のスピンが異なる対 )のボソン表示は低波数であっても1ボ
ソン生成演算子の一次結合で与えられず,高次のボソン項が必要になってくることを見てきた｡
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･B '10g'n+少tm-qm'2↓サ km. qn/2↓B'llg'n+症 qn/2↓4rkn + qn/2 ↑
×10>BB<0[
但し, 豆 , 云 は
(kq) (kq)
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MI M2 M3 M4
×(〟3-〟1)!n ∩ H ∩
i=1ノー=Ml+17n=M2+1n=M3+1
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